
 





 3 

 

2.1 統合的害虫管理システム IPM (Integrated Pest Management) 

I P M とは害虫の数を経済的な損害を引き起こし得ないレベルで維持するため

の適切な手法を幾つか組み合わせたシステムのことである。製粉業を始め食品産

業において、究極の目的は
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段階的導入





 11 

空気輸送ライン中に配置できる篩装置で、最大 550kg/分（ 33 ㌧ /時、強力小麦

粉ベース）の処理が可能 (30 メッシュ、
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果を高めることなどがすぐに



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
写真１ アグレコ社製ヒーターとブロワ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図１ トレーサビリティシステム構成図 

   注：トレーサビリティデータベースは、ＰＬ法、ＨＡＣＣＰ等用途に合わせて対応期間を を





 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

       図４ マトコン IBCコンテナの断面概念図 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

     図５  異物除去装置選定フローチャート例 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図６  インライン異物除去装置のフロー例 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

写真３ インラインマグネットの例 

     （ダイカ製）  

 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

写真５ 各種インライン・シフターの写真 

 

トゥルーバランス・インライン・シフター・

ライトの写真 

（米国グレートウェスターン社製）  

 

ラウンドシーブの概念図 



 

表１ 各種インラインシフターの比較（カタログ、公表データに基づく）  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

写真６ 小型熱風駆虫ヒーターの例 

（国際衛生㈱扱い） 

 


